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巻頭言
「働き方改革プロジェクト」

副理事長　松岡　祐司

以上の得意技をつくる）④時差出勤・フレックス勤
務・交代勤務の導入⑤やめる事を決めて選択と集中
を行う⑥多様な人材（外国人・主婦・学生・シルバ
ー人材・在宅勤務の方等）の活用⑦ノー残業デーの
導入⑧一人の人へ仕事を集中させないチーム制の導
入等です。
またグループを横断する取組として「働き方改革
プロジェクト」を立ち上げました。四半期の残業時
間を対前年 10％以上削減したうえで目標利益を達
成できれば、残業削減目標達成金を全社員に現金で
2万円支給することにしました。このプロジェクト
のお陰で第 1四半期はグループ全社で目標達成を
することができました。どうしても残業手当が生活
給になっているのが現実です。お客様の満足度を落
とさず生産性を向上させた上で、残業時間が削減に
なれば、その分の成果は社員に還元することが必要
と考えた取組です。
厳しい印刷業界で勝ち残るためにも働く目的であ
る経営理念を全社員と共有して、全社員参加型の経
営を行えるように、組合員の皆さんには愛印工組か
ら価値ある情報提供をさせていただきます。今後共
ご協力・ご支援よろしくお願い致します。

皆さんお元気でしょうか。またご商売の方は如何
でしょうか？
私どもアサプリグループは商業印刷がメインのた
め、6月からの中部地区でのチラシの新聞折込料と
ハガキの郵送料の値上げ、紙代の 10月からの値上
げで大変厳しい経営環境です。
また政府からの長時間労働の削減による働き方改
革の方針は、我々印刷業界に取って大きな影響が出
てきそうです。印刷業界はオーダーメイドの受注産
業で閑散期と繁忙期の差が激しく、昨今小ロット・
多品種・短納期の傾向がより強くなってきており、
どうしても残業時間が増えやすい業界です。
しかし、今後若い人材確保のためにも、我々印刷
業界もこの働き方改革を本気で取組み、早く対応し
ていかなければならないと考えています。そこで我
社は 2017 年度の経営計画を策定するにあたり、経
営理念である「全社員の幸せを追求する」ために働
き方改革で長時間労働を削減し、全社員の労働生産
性とモチベーションを高める事を今期の最重要事項
としました。
具体的には① IT活用による「見える化」で生産
性向上②スキルアップ（技術の向上）③利他の心を
大切にした多能工化　（自分の本業以外にもう一つ
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｢第8回ポスターグランプリ｣審査会

表彰式は11月19日愛知芸術文化センター
作品展は11月14日〜 19日愛知県美術館ギャラリー

愛知、岐阜、三重、石川、富山の各県工組、および、愛印協組
が主催する第8回ポスターグランプリの審査会が、9月29日
12時30分よりメディアージュ愛知において開催された。新
家春二（㈱新家デザイン室）、安藤禮市（一般社団法人中部広
告制作協会事務局長）、山内瞬葉（中部デザイン団体協議会会
長）の3氏のほか、愛印工組から細井俊男理事長ほか副理事
長、岐阜、三重、石川、富山の各県工組から理事長、担当理事
ら多数が出席し行なわれた。
「with」をテーマに公募が行なわれた今回は、一般の部86

点、大学生・専門学校の部187点、高校生の部60点、合計333
点の応募があった。この中から厳正な審査の結果、最優秀賞

（グランプリ）1点、優秀賞6点（一般、大学、高校の部から各2
点）が決まった。また、特別賞12点、協賛会社賞35点も選ば
れた。

審査にあたった審査員からは、「各部門とも非常に高いレベ
ルの作品が多く見られ、今後の成長が楽しみである。このポ

【第8回ポスターグランプリ入賞者表彰式】
○日時：11月19日(日)10時30分〜 11時30分
○場所：愛知芸術文化センター 12階 アートスペース

A（名古屋市東区東桜1-13-2、TEL052-971-5511）
【第８回ポスターグランプリ入賞・入選作品展】
○日時：11月14日(火) 〜 11月19日(日）・10時〜 18

時（11月17日(金)は20時まで、最終日は16時まで）
○場所：愛知県美術館ギャラリー展示室EF（愛知芸術

文化センター 8階・名古屋市東区東桜1-13-2、TEL052-
971-5511）。

スターグランプリは作品発表の場として、重要な事業となっ
てきた」とコメントしている。

なお、入賞者氏名は右ページカコミ内に掲載。表彰式、入
賞・入選作品展は下記の通り。

■協賛会社賞（35賞）
㈱光文堂賞：飯田瑞季（大同大学）、㈱アクアス賞：水谷ひか

る（半田中央印刷㈱）、ウエノ㈱賞：奥川紗和子（専門学校日本
デザイナー芸術学院）、㈱キングコーポレーション賞：鈴木千
雅（プリ・テック㈱）、富士フイルムグローバルグラフィック
システムズ㈱賞：伊藤智恵里（あいち造形デザイン専門学校）、
㈱小森コーポレーション賞：髙崎青海（大原情報デザインアー
ト専門学校金沢校）、㈱メディアテクノロジージャパン賞：野
村奈美（ヨシダ印刷㈱）、リョービMHIグラフィックテクノロ
ジー㈱賞：加藤由貴菜（名鉄局印刷㈱）、中央紙通商㈱賞：澤野
和樹（ヨツハシ㈱）、㈱大塚商会賞：宮丸貴臣（駒田印刷㈱）、コ
ニカミノルタジャパン㈱賞：三浦里緒（ヨツハシ㈱）、㈱T＆K 
TOKA賞：佐藤美和（新日本印刷㈱）、東洋インキ㈱賞：田尻あ
い（片山学園高等学校）、㈱モリサワ賞：小松﨑成（金沢学院大
学）、イトーテック㈱賞：小林優佑（㈱Can Do）、富士ゼロッ
クス㈱賞：宮下優花（金沢学院大学）、日本紙パルプ商事㈱賞：
大西亜美（三重県立松阪工業高等学校）、王子製紙㈱賞：坂本
崚（金沢学院大学）、飯島製本㈱賞：波多野沙綺（岐阜県立岐阜
総合学園高等学校）、国際紙パルプ商事㈱賞：新納茉由香（半
田中央印刷㈱）、名古屋紙商事㈱賞：髙山遥香（名古屋市立工
芸高等学校）、大阪印刷インキ中部販売㈱賞：住澤みちる（専
門学校日本デザイナー芸術学院）、平和紙業㈱賞：池戸一成

（名古屋総合デザイン専門学校）、日本製紙㈱賞：横澤瑠偉（専
門学校日本デザイナー芸術学院）、㈱共同紙販ホールディン

333点の応募から最優秀賞（1点）
優秀賞（6点）特別賞（12点）
協賛会社賞（35点）決まる 厳選な審査が行なわれた審査会場
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□第8回ポスターグランプリ入賞者（敬称略）
■グランプリ（最優秀賞）・中部経済産業局長賞：小澤賢

之助（専門学校日本デザイナー芸術学院）
■優秀賞（6賞）
○一般の部・愛知県知事賞：加古奈 （々半田中央印刷㈱）
〇一般の部・岐阜県知事賞：伊野祥子（ワイピービズイ

ンプルーブ㈱）
○大学生・専門学校生の部・三重県知事賞：今西涼哉（専

門学校日本デザイナー芸術学院）、
〇大学生・専門学校生の部・石川県知事賞：山中信也（専

門学校日本デザイナー芸術学院）
○高校生の部・中日新聞社賞：古嵜郁海（三重県立松阪

工業高等学校）
○高校生の部・全日本印刷工業組合連合会会長賞：梅田

寧 （々三重県立松阪工業高等学校）
■特別賞（12賞）
○名古屋市長賞：木下俊浩（㈱タイヨーパッケージ）
○愛知県教育委員会賞：北川裕紀乃（新日本印刷㈱）
○岐阜県教育委員会賞：武山知可（名古屋総合デザイン

専門学校）
○三重県教育委員会賞：田中温子（三重県立松阪工業高

等学校）
○名古屋市教育委員会賞：中村咲良（愛知県立瀬戸窯業

高等学校）
○中部デザイン団体協議会会長賞：吉澤紗希（専門学校

日本デザイナー芸術学院）
○中部広告制作協会賞：榊奈々未（名古屋芸術大学）
○愛知県印刷工業組合理事長賞：石川和秀（新日本印

刷㈱）
○岐阜県印刷工業組合理事長賞：葛谷歩加（岐阜県立岐

阜総合学園高等学校）
○三重県印刷工業組合理事長賞：梅村歩夢（専門学校日

本デザイナー芸術学院）
○石川県印刷工業組合理事長賞：笠置萌絵（金沢学院

大学）
○富山県印刷工業組合理事長賞：垣内勇人（朝日印

刷㈱）

地晃（トーヨー印刷㈱）、菊川恵理子（トーヨー印刷㈱）、蒲京
子（トーヨー印刷㈱）、溝脇森彦（ヨツハシ㈱）、澤野理恵（ヨツ
ハシ㈱）、今井勝也（ヨツハシ㈱）、成瀬範洋（ヨツハシ㈱）、矢
追涼香（ヨツハシ㈱）、林徹（ヨツハシ㈱）、河村明音（ヨツハシ
㈱）、豊田朱紗美（ヨツハシ㈱）、黒木あきほ（ヨツハシ㈱）、河
村真彩（ヨツハシ㈱）、清水香奈（西濃印刷㈱）、溝口美香（西濃
印刷㈱）、川本あや乃（ヨシダ印刷㈱）、有松美琴（ワイピービ
ズインプルーブ㈱、関口明子（朝日印刷㈱）、頭川奈央子（朝
日印刷㈱）、小山侑希菜（富山スガキ㈱）、浜田園子（㈱富山
フォーム印刷）、塩苅美津子（㈱タイヨーパッケージ）

（敬称略・順不同）

グス：賞：則武咲良（岐阜県立岐阜総合学園高等学校）、北越紀
州製紙㈱賞：能登由佳（金沢学院大学）、セントラル画材㈱賞：
出口由奈（三重県立松阪工業高等学校）、リコージャパン㈱
賞：米山未枝（プリ・テック㈱）、DICグラフィックス㈱賞：足
立和優（あいち造形デザイン専門学校）、㈱シロキ賞：中神な
つみ（専門学校日本デザイナー芸術学院）、東京インキ㈱賞：
横山信隆（名古屋造形大学）、㈱タイガ賞：稲垣恵美（ヨツハシ
㈱）、㈱トコロ賞：定者星香（金城大学短期大学部）、三重県紙
商組合賞：村松諭（プリ・テック㈱）、石川県洋紙会賞：栗本彩
花（サンデザイン専門学校高等課程）

■入選（86名）
村中美優（名古屋総合デザイン専門学校）、志水佑衣（名古

屋デザイナー学院）、山口実優（山本学園情報文化専門学校）、
鈴木翔（山本学園情報文化専門学校）、山口凌也（山本学園情
報文化専門学校）、安藤千晶（山本学園情報文化専門学校）、吉
田梨穂（山本学園情報文化専門学校）、望月亜美（名古屋造形
大学）、木藤里奈（大同大学）、石井綾（あいち造形デザイン専
門学校）、太田泰雅（あいち造形デザイン専門学校）、加藤有華

（専門学校日本デザイナー芸術学院）、森田涼香（専門学校日
本デザイナー芸術学院）、荻珠里（専門学校日本デザイナー芸
術学院）、嶋本智子（広告デザイン専門学校）、長柄花菜（名古
屋デザイナー学院）、泉隆之（名古屋デザイナー学院）、笹原
ひなの（金沢学院大学）、古永久美子（金城大学短期大学部）、
竹田理紗（北陸デザイナー専門学校）、大野瑞季（あいち造形
デザイン専門学校）、中村亜莉子（大原情報デザインアート専
門学校金沢校）、成田結理（大原情報デザインアート専門学校
金沢校）、石田詩織（大原情報デザインアート専門学校金沢
校）、中山裕花（金沢学院大学）、田島可鈴（サンデザイン専門
学校高等課程）、谷口実乃里（名古屋市立工芸高等学校）、杉
浦七海（愛知県立瀬戸窯業高等学校）、田口みず季（愛知県立
猿投農林高等学校）、目黒美玖（あいち造形デザイン専門学校
高等課程）、野島優希（あいち造形デザイン専門学校高等課
程）、酒井優佳（岐阜県立岐阜総合学園高等学校）、池田萌依

（三重県立松阪工業高等学校）、加見亜弓（三重県立松阪工業
高等学校）、高士和将（三重県立松阪工業高等学校）、中西想
太（三重県立松阪工業高等学校）、中村響（三重県立松阪工業
高等学校）、中屋美玖（三重県立松阪工業高等学校）、濵口真優

（三重県立松阪工業高等学校）、森本ひな子（三重県立松阪工
業高等学校）、横山憂奈（三重県立松阪工業高等学校）、米山比
南乃（三重県立松阪工業高等学校）、斉藤なつ（富山県立富山
北部高等学校）、青山ゆみ（プリ・テック㈱）、日野小百合（プ
リ・テック㈱）、髙橋奈央（プリ・テック㈱）、提髪希世子（プリ・
テック㈱）、中野綾香（半田中央印刷㈱）、齊藤佑太（半田中央
印刷㈱）、鍬本雄矢（半田中央印刷㈱）、海本栞璃（㈱サクラ印
刷）、加藤愛望（㈱ジャパンプランニングセンター）、菱木貴志

（駒田印刷㈱）、高橋圭二郎（駒田印刷㈱）、青木淳浩（名鉄局印
刷㈱）、清水路子（名鉄局印刷㈱）、中野加奈（新日本印刷㈱）、
赤堀加奈（新日本印刷㈱）、青木雅徳（新日本印刷㈱）、森澤拓
也（木野瀬印刷㈱）、太田圭亮（㈱マルワ）、山田慎介（㈱マル
ワ）、木下貴弘（長苗印刷㈱）、植地春実（トーヨー印刷㈱）、宮
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県内の従業者4人以上の事業所について
製造品出荷額など39年連続全国1位（全国シェア14.7％）

事業所数の業種別構成比（％）

表1　全国における愛知県工業の位置(従業者4人以上の事業所)

愛知県民生活部統計課では工業統計
調査の愛知県分（平成28年6月1日現在、
従業員4人以上の事業所）の集計を行な
いこのほど公表した。以下、平成28年経
済センサス―活動状況産業別集計（製造
業・概要版）である。好業績を示してい
る業種がある一方で、減少業種もある中
で、現在の愛知県における工業の実態が
明らかとなった。

103-8233東京都中央区日本橋3-7-20ディーアイシービル103-8233東京都中央区日本橋3-7-20ディーアイシービル103-8233東京都中央区日本橋3-7-20ディーアイシービル
103-8233東京都中央区日本橋3-7-20ディーアイシービル

■事業所数は4年ぶりに増加
□事業所数:1万7611事業所　［前年比816事業所増（＋

4.9％）］【全国第2位】
業種別にみると、金属製品が2440事業所（構成比13.9％）

と最も多く、次いで、生産用機械2417事業所（同13.7％）、輸
送機械1898事業所（同10.8％）、プラスチック製品1538事

業所（同8.7％）、食料品1271事業所（同7.2％）の順。
重化学工業と軽工業にわけてみると、重化学工業が9725

事業所（構成比55.2％）、軽工業が7886事業所（同44.8％）。
前年と比べ増加した業種は、生産用機械（135事業所増、前

年比＋5.9％）、繊維（112事業所増、同＋10.0％）、輸送機械
（91事業所増、同＋5.0％）など23業種。一方、減少した業種
は、非鉄金属（1事業所減、前年比△0.5％）のみ。

■従業者数は3年連続増加  
□ 従 業 者 数 82万4749人　［前 年 比 2万9253人 増（＋

3.7％）］【全国第1位】
業種別にみると、輸送機械が31万9671人（構成比38.8％）

と最も多く、次いで、生産用機械6万4724人（同7.8％）、食料
品6万1621人（同7.5％）、金属製品5万3487人（同6.5％）、電
気機械5万3432人（同6.5％）の順。

重化学工業と軽工業にわけてみると、重化学工業が59
万7644人（構 成 比72.5 ％）、軽 工 業 が22万7105人（同
27.5％）。

前年と比べ増加した業種は、輸送機械（2万7662人増、前

  ■平成28年経済センサス−活動調査結果（製造業・概要版）愛知県集計
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年比＋9.5％）、生産用機械（4162人増、同＋6.9％）、プラス
チック製品（1799人増、同＋3.6％）等、16業種。一方、減
少した業種は、鉄鋼（4663人減、前年比△15.5％）、食料品

（2148人減、同△3.4％）、印刷（986人減、同△6.0％）など8
業種。 

■製造品出荷額等は4年連続増加
□製造品出荷額等46兆483億円　［前年比 2兆2169億円

増（＋5.1％）］【全国第1位】
業 種 別 に み る と、輸 送 機 械 が25兆4885億 円（構 成 比

55.4％）と最も多く、次いで、鉄鋼2兆3550億円（同5.1％）、
電気機械2兆1967億円（同4.8％）、生産用機械1兆9775億円

（同4.3％）、食料品1兆7001億円（同3.7％）の順。
重化学工業と軽工業にわけてみると、重化学工業が39

兆3291億円（構成比85.4％）、軽工業が6兆7192億円（同
14.6％）。

前年と比べ増加した業種は、輸送機械（1兆9796億円増、
前年比＋8.4％）、生産用機械（1964億円増、同＋11.0％）食
料品（953億円増、同＋5.9％）など14業種。一方、減少した業
種は、鉄鋼（2018億円減、前年比△7.9％）、石油･石炭（1865
億円減、同△18.9％）、業務用機械（314億円減、同△2.7％）
の10業種。

■付加価値額は6年連続増加
□付加価値額13兆8977億円　［前年比 1兆331億円増（＋

8.0％）］【全国第1位】
業 種 別 に み る と、輸 送 機 械 が7兆3696億 円（構 成 比

53.0％）と最も高く、次いで、生産用機械7976億円（同
5.7％）、電気機械7448億円（同5.4％）、金属製品5911億円

（同4.3％）、食料品5818億円（同4.2％）の順。
重化学工業と軽工業にわけてみると、重化学工業が11

兆4633億円（構成比82.5％）、軽工業が2兆4344億円（同
17.5％）。

前年と比べ増加した業種は、輸送機械（4838億円増、同＋
7.0％）、生産用機械（949億円増、同＋13.5％）、業務用機械

（836億円増、前年比＋28.3％）など20業種。一方、減少した
業種は、鉄鋼（272億円減、前年比△5.6％）、パルプ・紙（229
億円減、同△18.6％）、非鉄金属（63億円減、同△5.5％）など
4業種。

開催日時 事業・行事、場所、備考

11月14日（火）
 〜 19日（日）

事 業 名 第8回ポスターグランプリ　入賞・入選作品展

場 所 愛知県美術館ギャラリー展示室ＥＦ

時 間 10時〜18時（17日(金）は20時まで、19日(日）は16時まで）

11月19日
日曜日

事 業 名 第8回ポスターグランプリ　入賞者表彰式

場 所 愛知芸術文化センター 12階　アートスペースＡ

時 間 10時30分〜 11時30分

平成30年
1月12日
金曜日

事 業 名 平成30年新春　新年互礼会

演題・講師 臼田真人氏(全日本印刷工業組合連合会　会長)

場 所 名古屋東急ホテル

時 間 15時30分〜新春講演会　17時20分〜新年互礼会

参 加 費 組合員：13,000円(講演会含)　一  般：16,000円(講演会含)

定 　 員 講演会のみの参加も受け付けます。詳細は開催案内をご覧くだ
さい。

平成30年
1月23日
火曜日

事 業 名 アドビテクニカルセミナー 2018冬の陣

講 師 アドビシステムズ株式会社より

場 所 ウインクあいち1201会議室

備 考 ※詳細決定次第ご案内いたします。

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
H29年11月10日以降の事業

製造品出荷額等の業種別構成比（％）
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紙でご愛顧70年

豊山配送センター

名古屋市東区主税町4̶83　　　  〒461̶0018
TEL.052̶931̶2221㈹　FAX.052̶932̶1418

愛知県西春日井郡豊山町豊場
TEL.〈0568〉39 ̶0501

鬼頭正二郎

本当に『強い組織』を作るための
　　人間の本質の見極め方

ウソや人間心理を見抜くための手法
交渉術・説得術など刑事のスキルを聴く

□愛印工組・経営革新セミナーより

□刑事塾
講師を務めた森氏は、知能・経済犯担当の刑事を永年務め、

その刑事時代に培った知識、スキルをビジネスに役立てても
らおうと「刑事塾」を主宰している。「刑事はその仕事柄、多種
多様な人物と接している。政治家、経営者、銀行員、反社、ブ
ローカー、浮浪者などのウソや人間心理を見抜いて捜査をし
ている。つまり刑事は、究極のコミュニケーションの専門家
である」とした上で、「私は刑事を約20年経験しており、通算
2,000名以上の犯人や参考人の取り調べ、事情聴取を行なっ
てきた。その刑事体験の中で体得したウソ（人間心理）を見抜
くスキルを学べる場として刑事塾を開いている。この刑事塾
では、講演、セミナー、企業研修、コンサルティングの形で学

ぶことができ、その中で講演は、刑事塾の初級編を学べる場
になっている。楽しみながら聞いて学んでいただける」と紹
介する。

□ウソや人間心理の見抜き方
ウソや人間心理の見抜き方について、次のように話す。そ

もそもウソとは何か、「事実に反する事柄の表明で、過失や無
知ではなく故意になされたものをいう」とし、ウソの種類と
して次の4つを挙げる。

○ウソには調和のウソ（コミュニケーションとして必要な
ウソ）

○着飾りのウソ（自分を良く見せるウソ）
○騙しのウソ（他人を陥らせるウソ）

愛印工組・経営革新委員会（野々村昌彦委員長）は、9月21日名
古屋駅前のウインクあいち（愛知県産業労働センター）において、
経営革新セミナーを開催した。セミナーは、刑事畑20年の元警
部、㈱クリアウッド代表取締役森透匡氏を講師に招き、「本当に
『強い組織』を作るための、人間の本質の見極め方」と題して行な
われた。冒頭、野々村昌彦委員長は、「連日のようにメディアに人
手不足の話題が出ている。折角、新卒採用やキャリア採用をした
にもかかわらず、すぐに辞められてしまう。思っていた以上に人
が育たない、などの問題を多くの企業は抱えているが、やはり、社
員やお客様と末永く信頼関係を築くためには、心理や本質を見抜
いて接していくのが大事だと思う。本日のセミナーではそのヒン
トを教えていただける。是非、参考にしていただきたい」と述べ
た。（本稿はその折の講演要旨である。文責在記者）

講師　森 透匡（もり ゆきまさ）氏
　　　㈱クリアウッド代表取締役
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○防御のウソ（自分や他人を守るウソ）
さらに、刑事が現場で人間心理を読む場合の着眼点とし

て、動物行動学者デズモンドモリス〜人間の動作で信用でき
る順〜を紹介する。

○自律神経信号 ⇒ 汗をかく、顔色が変わる
○下肢信号 ⇒ 脚の動き
○体幹（胴体）⇒ 姿勢
○見分けられない手振り ⇒ 微妙な手の動き
○見分けられる手振り　⇒ 意図的な手の動き
○表情 ⇒ 顔
○言語 ⇒ 一番信用ができない
などが着眼点とし、さらに詳しく、「自律神経信号は、汗を

かく、顔色が変わる、手が震える、口が乾く、これらは契約書
類の記入時にみられる。目の動きは、捜査時の立会人の目、ス
リ目。足先の方向では、職務質問時の足先、商談中の足先。腕
組みでは取り調べ中の腕組み、商談中の腕組み。身振り手振
りでは、職務質問時の説明、プレゼンテーションなどにみら
れる」などが加えられる。

□刑事がウソを見抜く手順
森講師は、「デズモンド・モリスは飾ることが可能な言語、

表情では本音は分からないといっている。飾ることのでき
ない自律神経信号、下肢、体幹に注目すると本音が読み取れ
る。つまり、採用面接でも応募者の前に机などの遮蔽物は置
かず、全身が見える状況にして行なうとウソのサインが見つ
けやすい」と指摘する。さらに、刑事が「ウソを見抜く手順」や

「しぐさによるウソのサイン」を披露する。
まず、刑事がどのようにしてウソを見抜くのか。ウソを見

抜く手順としては、「①質問（発言質問）をぶつけて見て・聴く
⇒②ウソのサインを見つける⇒③解明するための質問（解明
質問）」の順に行なう。また、ウソのサインとは、「一つの質問
によって相手に生じるしぐさ・話し方における反応を探る」。
そして、「質問してから最初の返答までを注目する。ウソのサ
インを2つ以上見つけたら要注意。ウソをついている可能性
が高い。その質問については、掘り下げて聞いていくことで
ウソを見抜くことができる」という。

また、しぐさによるウソのサインについては、「①顔に手を

やる⇒不快感を感じているときや自己防衛の心理の時にでる
しぐさ。②整理整頓のしぐさ⇒ネクタイをいじる、メガネを
かけ直す、スカートのしわを伸ばす、机の上の文房具などを
揃える。③支点移動のしぐさ⇒椅子に座っている状態の人が
座り直したり、手や足の位置が動き出す」などという。

さらに森講師は、話し方におけるウソのサインとして、「神
様や信頼できる人を持ち出す、明確に否定しない、答えにな
らない発言をする、質問の手順や方法に文句をいう、真実の
話で説得する」などを挙げる。

□採用面接での重要点
次に森講師は、採用面接に話を移した。
採用面接でのウソは自分を良く見せる「着飾りのウソ」があ

り、その特徴としては、「ウソの程度が弱く本人に罪悪感がな
い、そもそもウソをついているという自覚がない可能性があ
る、入社するためには仕方のないウソと正当化している可能
性がある」という。では、誰がどうやって面接するか、この点
については、「面接官は非常に重要であり、本音を語れる場所
を選び、本音を語る雰囲気を作る」必要があると説く。

そして大事な点では、「面接準備をおろそかにしない」とし、
具体的に次の点を指摘する。「事前準備で勝負は決まるので、
事前準備もせずに良い人は採れない。最低でも1人30分程度
の準備時間を設けて質問を絞る。そして、どんな人材を採り
たいのか採用基準を明確にする」。さらに、「応募書類で聞く
ポイントを絞る」として、聞くのは新卒採用で、「①最終学歴、

【刑事塾について】
○特徴：刑事が現場で学んだスキルを学べる／他では聞

けない、学べない希少性の高い講義／あらゆる角度から人
間心理を見抜きエッセンスが豊富。

○どんな効果が得られるか：怪しい取引先を見抜くポイ
ントを知り、自己防衛することができる／採用面接で応募
者の本質を知り、良い人材を確保できる／部下とのコミュ
ニケーションが充実する／顧客対応時に相手の心理を読ん
で交渉に臨める／良好なコミュニケーションにより職場が
活性化する。

詳しくは、「刑事塾」で検索。
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□日印産連／グリーンプリンティング

新規7工場と
         30製品認定

②留年、休学、専攻学科、③趣味、嗜好」。中途採用では、「①新
卒で入社した会社、②転職回数、会社ごとの在籍期間、③退職
年月日と入社年月日の期間、④退職理由（必ず繰り返し）」を
挙げる。

刑事の質問法は「深堀質問」にあり、「なぜ、なぜ、なぜを3回
繰り返して聞く」。そのポイントに次の3点が重要とする。

①過去の行動。
②行動に伴う感情、受け止め方。
③応募者の言葉で、より多く、より深く語らせる。

□採用面接では、採用しない勇気も必要
森講師は、「下手な面接官ほど質問が横に滑っていく。つま

り、趣味は何ですか、最近読んだ本は何ですか、学生時代のバ
イトは何をしていましたか、などの浅い質問は応募者がすで
に想定してきているので上手く応えることができる。これに
対して、質問を深堀していくと応募者が想定していないエリ
アに入るので、そこで考え、自分の言葉で答えるしかない。そ
こに応募者の本来の考えや人間性がある。だから、採用面接
では、一つの事実について深堀質問することが重要である」
と指摘。さらに、ストレスに弱い人を見抜く方法にも言及し、

「ストレスを溜める器の大きさも重要であるが、ストレスを

流す蛇口が、大きいかどうかのほうが重要である。どんなこ
とにストレスを感じ、それをどうやって発散させているかを
聞いていく」とした。

そして、最後に次のようにまとめた。
①採ってはいけない人を見極める／人手不足でも無理な採

用をすることは社内全体に悪影響を及ぼすことがある。
②応募者の過去を知って未来を予測する作業である／未来

を聞いても役に立たない。
③面接で疑念を持ち、それが解消されなければ採用しない

／採らない勇気が必要。

□講師プロフィール：㈱クリアウッド代表取締役。警察の
元警部。主に知能犯・経済犯担当の刑事を約20年経験。警察
庁（管区）課長補佐などを歴任。独立起業後は講演・企業研修
の講師として活動。刑事時代に培った知識・スキルをビジネ
スで役立たせてもらうために「刑事塾」という学びの場を主
宰。「ウソ（人間心理）の見抜き方」を主なテーマに、毎年、北海
道から九州まで全国の商工会議所、商工会、その他経営者団
体、企業等170 ヵ所以上で熱弁を奮っている。著書に「元刑
事が教えるウソと心理の見抜き方」（明日香出版社）がある。

日本印刷産業連合会は9月21日開催のグリーンプリンティ
ング（GP）認定委員会において、新規7工場（オフセット印刷
4工場、グラビア印刷3工場）と更新21工場、合わせて28工場
を認定した。その結果、現在活動中のGP認定工場は全380工
場となった。また、GP機資材の認定も実施され、5社30製品

（洗浄剤23製品、プレートクリーナー１製品、含浸型洗浄布2
製品、エッチ液4製品）を認定した。これで平成29年度の認定

登録製品は640製品となった。
【新規GP資機材認定製品】
〇洗浄剤：東京インキ㈱8製品、富士薬品工業4製品、ウエ

ノ㈱1製品、ハイデルベルグ・ジャパン㈱1製品、成東インキ
製造㈱9製品。

〇プレートクリーナー：東京インキ㈱1製品。
〇含浸型洗浄布：東京インキ2製品。
〇エッチ液：東京インキ㈱4製品。
■第47回GP認定工場募集中
現在、グリーンプリンティング（GP）認定工場募集中。

2017年11月中旬締め切り。問い合わせ先は、GP認定事務局
（TEL03-3553-6123）まで。

（9ページより）
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官公需における印刷発注
著作権の権利範囲を明確化して財産的価値に留意
官公需法に基づく「平成29年度中小企業者に関する国な

どの契約の基本方針」が改定された。この中に知的財産権
の取り扱いの明記があり、「国などは、物件および役務の発
注にあたっては、発注内容に著作権などの知的財産権が含
まれる場合には、当該知的財産権の取り扱いについて書面
をもって明確にするよう努めるものとする。また、当該知
的財産権の財産的価値について十分に留意した契約内容と
するよう努めるものとする」としている。（※改定でゴシッ
ク部分が追記）。

中小企業庁では、著作権の財産的価値への配慮や権利処
理に関するトラブルの未然防止、中間生成物の財産的価値
への配慮などについて、注意を喚起している。
【官公需における印刷発注の問題点とその適正化】
■問題点：一律の権利譲渡
調達目的の達成のために著作権を譲渡させることが本当

に必要なのか十分に検討されず、一律に著作権の全てが国
や自治体などに譲渡されている。

■適正化：譲渡・利用範囲の検討
調達目的に不要な著作権を受注者に残すこと（コンテン

ツ振興法第25条を参照）で、調達コスト削減や著作物の二
次的活用の促進ができ、また、受注者の著作物制作に係る
インセンティブも向上する。

■問題点：不明確な権利範囲
著作物の利用目的や機関などが仕様書などで明確化され

ておらず、著作権の譲渡・利用範囲が特定されていない。
■適正化：権利範囲の明確化
仕様書などにて著作物の利用目的や期間を明確化し、著

作権の譲渡・利用範囲を特定することで、財産的価値の算定
や権利処理に関するトラブルを未然に防ぐことができる。

■問題点：権利の無償譲渡・利用
著作権は知的財産権であり、納品物に係る所有権とは別

の財産的価値権を有しているにもかかわらず、その譲渡・
利用が無償で行なわれている。

■適正化：財産的価値に配慮
著作権の譲渡・利用範囲などが明記された仕様書などに

より見積もりを依頼することや、契約者から「無償で譲渡・
利用する」旨の記載を削除することで、著作権の財産的価
値に配慮した契約内容となる。

納品物の電子化データ（所有権）についても、「著作権と同
様に、譲渡の必要性を検討の上、納品が必要な場合には仕
様書へ明記し、その財産的価値に配慮する」としている。

※問合せ：中小企業庁取引課（03-3501-1669）官公需班
【全国での事例】
■著作権の二次的活用
愛媛県今治市の印刷会社では、作成したご当地キャラク

ターの著作権を印刷会社に残すことで、キャラクター関連
商品の販売など、著作物を二次活用している。また、公益目
的での使用は原則無償とすることで、市のPRなど行政目的
で利用することも可能としている。

■受発注者の意見交換や検討委員会の設置
発注側である契約担当者と受注側である印刷企業とが、

著作権の取り扱いについて意見交換を行なう機会を設けて
いる自治体が数多くある。また、著作権取り扱いの適正な
運用を推進することを目的とした検討委員会などを設置し
ている自治体もある。

■調達に係る内部マニュアルの作成
経済産業省では、印刷物の調達事務について、担当者向

け内部マニュアルを策定し、このマニュアルに基づき調達
手続きを進め、著作権の取り扱いの適正化を図っている。

※問合せ：経済産業省コンテンツ産業課（03-3501-
9537）印刷担当
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PPG営業統括部 中部営業部 〒460-0008 名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上名古屋しらかわビル11F TEL.052-229-4624㈹※2016年4月1日より社名が変わりました(旧社名コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱)

選べる5つのコース

□中小・小規模事業者の生産性向上を支援

業務改善助成金

中小企業・小規模事業者の生産性向上を支援し、事業場内
で最も低い賃金（事業場内最低賃金）の引上げを図るための制
度になります。生産性向上のための設備投資やサービスの利
用などを行ない、事業場内最低賃金を一定額以上引き上げた
場合、その設備投資などにかかった費用の一部が助成されま
す。
【支給対象】
事業場内最低賃金が1,000円未満の中小企業・小規模事業

者が対象です。引き上げる賃金額により、支給対象者が異な
ります。また、過去に業務改善助成金を受給したことのある
事業場でも助成対象となります。
【支給の要件】
（１）事業実施計画を策定
①賃金引き上げ計画：事業場内最低賃金を一定額引き上げ

る計画（就業規則などに規定）。②業務改善計画：生産性向上
のための設備投資など計画。
（２）引き上げ後の賃金額を支払う

引き上げ後の賃金額が事業場内最低賃金になることが必要
です。また、生産性向上に資する機器・設備などを導入するこ
とにより業務改善を行ないその費用を支払うこと。ただし、
単なる経費削減のための経費、職場環境改善のための経費、
通常の事業活動に伴う経費などは除く。
（３）解雇、賃金引き下げなどの不交付事由がないこと。
【支給までの流れ】
Step①：事業改善計画と賃金引き上げ計画を記載した交付

申請書を都道府県労働局に提出。内容が適正と認められれば
助成金の交付決定通知が届きます。

Step②：生産性向上、労働能率の増進が図られる設備投資
などを行ない、業務の効率化を目指します。

Step③：事業場内の最低賃金を一定額以上引き上げます。
Step④：業務改善計画の実施結果と賃金引き上げ状況を記

載した事業実績報告書を提出。助成金額の確定後に助成金が
支払われます。
【助成金の対象用途】
設備・機器の導入に加え、サービスの利用も対象となりま

す。事例として、「POSレジシステム導入による在庫管理の短
縮／リフト付き特殊車両の導入による送迎時間の短縮／顧
客・在庫・帳票管理システムの導入による業務の効率化／専門
家による業務フロー見直しによる顧客回転率の向上／人材育
成・教育訓練による業務の効率化」などがあります。
【助成額】
助成額は5つのコースから選べます。申請コースごとに定

める引上げ額以上、事業場内最低賃金を引き上げた場合、生
産性向上のための設備投資などにかかっ
た費用に、助成率を乗じて算出した額が
助成されます（千円未満端数切り捨て）。
なお、申請コースごとに、助成対象事業
場、引上げ額、助成率、助成の上限額が定
められています。

※業務改善助成金の申請を希望する
場合は、厚生労働省ホームページを参照
し、詳細について確認をして下さい。

中小企業・小規模事業者が設備投資などを行な
い、事業場内の最低賃金を一定額引き上げた場
合、その設備投資にかかった費用の一部を助成。
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厚生労働省

お知らせ〈11月は2つのキャンぺーンを実施〉

「過労死等防止啓発月間」
過重労働解消キャンペーン実施

平成26年に施行された「過労死等防止対策推進法」におい
て、毎年11月を「過労死等防止啓発月間」としている。これに
合わせ、過労死などの要因である長時間労働の削減や過重労
働解消に向けた集中的な周知・啓発などの取り組みを行なう

「過重労働解消キャンペーン」を実施している。
厚労省では、労働時間などの現状について、「週の労働時間

が60時間以上の労働者の割合は近年低下傾向であるが、い
まだ長時間労働の実態がみられる。脳・心臓疾患に係る労災
支給決定件数についても、依然として高い水準で推移するな
ど、過重労働による健康障害も多い状況にあるほか、割増賃
金の不払いに係る労働基準法違反も後をたたない」と指摘。
また、過重労働と健康障害の関連性についても、「長時間にわ
たる過重な労働は、疲労の蓄積をもたらす最も重要な要因で
ある。具体的には、時間外、休日労働が月45時間を超えて長
くなるほど、業務と脳・心臓疾患の発症との関連性が強まる」
と警鐘を鳴らしている。

こうした過重労働による健康障害等を防止するため、労働
時間を適正に把握し、次の措置を講じて欲しいとしている。

▼過重労働による健康障害を防止するために！
①時間外・休日労働時間を削減：36協定（時間外労働・休日

労働に関する協定）で定める延長時間は、限度基準に適合し
たものとする必要がある。特別条項付き協定により、月45時
間を超える時間外労働が可能な場合にも、実際の時間外労働
は月45時間以下とするよう努める。休日労働についても削
減に努める。

②年次有給休暇の取得を促進する：年次有給休暇を取得し
やすい職場環境づくり、計画的付与制度の活用などにより、

年次有給休暇の取得促進を図る。
③労働者の健康管理に係る措置を徹底する：健康管理体制

を整備するとともに、健康診断を実施。長時間にわたる時間
外・休日労働を行なった労働者に対する面接指導を実施。

▼賃金不払い残業を解消するために！
①職場風土の改善／②適正に労働時間の管理を行なうため

のシステムの整備／③長時間にわたる時間外、休日労働を明
確化しチェック体制を整備する。
【相談窓口】
〇過重労働解消相談ダイヤル（0120-794-713）。
〇都道府県労働局又は労働基準監督署労働条件相談ホット

ライン（0120-811-610）。

中小企業庁及び公正取引委員会は下請取引の適正化につ
いて、下請代金支払遅延防止法（下請法）の迅速かつ的確な運
用と違反行為の未然防止、下請け中小企業振興法（下請振興
法）に基づく振興基準の遵守を指導することなどを通じてそ
の推進を図っている。特に、毎年11月を「下請取引適正化推
進月間」とし、下請法の普及・啓発事業を集中的に行なって
いる。ちなみに、キャンペーン標語の一般募集を行ない全国
から396点の応募があり、その中で特選作品とし選ばれたの
が、白鳥敬志さん（東京都）の「取引条件 相互に築く 未来と信
頼」。

「過労死等防止対策推進シンポジウム」
過労死をゼロにして、健康で充実して働ける社会へ向

け、「過労死等防止対策推進シンポジウム」を開催する。
日時：11月28日（火）13：30 〜 16：20（受付13：00）
会場：名古屋国際センター別棟ホール（名古屋市中村区

那古野1-47-1）
定員：200名
費用：無料（事前申し込みが必要。ただし、定員に満

たない場合は当日参加も可能。問合せ先電話052-934-
7202）。

プログラム：①「過労死等防止対策白書の説明」厚生労
働省、 ②講演「保健予防福祉学の立場から」山崎喜比古氏

（日本福祉大学教授）、③過労死問題をテーマにした落語
「エンマの願い」桂福車（落語家）

【下請取引適正化推進講習会】
普及・啓発事業の一環として下請取引適正化推進講習

会下記の要項で開催される。
■公正取引員会主催
開催日時：11月14日（火）13：30 〜 16：30
開催場所：名古屋国際会議場1号館4階レセプション

ホール（名古屋市熱田区熱田西町1-1）
募集定員：300名
申込み先：公正取引員会事務総局 中部事務所下請課※

当委員会のホームページから申込む（http://www.jftc.
go.jp/）

■中小企業庁主催
開催日時：11月20日（月）13：30 〜 17：00
開催場所：名古屋サンスカイルームA室（名古屋市中区

錦1-18-22名古屋ATビル2階）
募集定員：300名
申込み先：中部経済産業局産業部中小企業課下請代

金検査官室※当局のホームページから申込む（http://
www.chubu.meti.go.jp/）

中小企業庁／公正取引委員会

「下請取引適正化推進月間」
下請法の普及・啓発事業
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□スローガン：無災害　みんなで迎え
る明るい新年
□目標：理論的な安全衛生管理の推進・
定着による労働災害の防止
□実施期間：12月1日〜12月31日

編 集 だ よ り

□「無災害　みんなで迎える　明るい新

年」

愛知労働局より年末を控え「職場の年末

安全衛生推進運動」の実施にあたり、その

協力要請がありました。

愛知労働局では、「愛知労働局管内の労働

災害による休業4日以上の死傷者数は、増

減を繰り返しながらも長期的には減少傾向

にありますが、平成28年は前年より11人

の増加となり6,360人が被災しています。

本年度の死傷者数は、8月末現在、前年同

期比で4.9％増加しており、平成29年にお

いて平成24年と比較して、労働災害によ

る死傷者数を15％以上減少（5,433人以下）

させることとする第12次労働災害防止推

進計画の目標達成のためには、安全衛生管

理の更なる強化、活性化により、災害防止

の徹底を図ることが必要となっています。

そのためには、まず、経営のトップ自ら

が先頭に立って安全衛生管理に取り組むこ

とが重要です。実際の取り組みについても

単に労働者に注意喚起を促すだけでなく、

災害を引き起こす危険減を的確に把握し、

その危険減に対してリスクアセスメント手

法を用いた評価・対策を確実に実施するな

ど、組織的に具体的な対策を講じていかな

くてはなりません」と注意を喚起している。

以上の点を踏まえて、労働災害の防止を

目指した活動として、事業場における実施

事項を次のように示しています。

　

【全業種の事業場で取り組む事項】

（１）経営トップが安全衛生管理方針につ

いての所信表明を行ない、運動期間中に職

場巡視を行なうなど、率先して積極的に取

り組み、労働者の安全意識高揚のための啓

発を実施。

（２）設備・機械などの危険減の性質ごと

に安全衛生対策が適切に講じられている

か、リスクアセスメント手法などを用い対

策状況を確認し、より安全な対策への移行

が図れないかを検討。

（３）「故障中」、「要修理」などの表示のま

ま放置された設備や、仮囲い、三角コーン

やトラロープによる接近防止のための応急

対策のまま、大きなリスクを放置している

ような個所への適切な恒久的安全衛生対策

の実施。

（４）職場で使用している化学物質につい

て、譲渡者・提供者などから安全データシー

ト（SDS）を入手し、そのSDSの情報を利

用したばく露防止など安全な取り扱い方法

や異常時の対処方法などの教育、保護具の

点検など安全衛生管理の実施。

（５）各労働者による安全衛生作業マニュ

アルの再読・再確認による安全作業手順の

遵守。

（６）時節柄、積雪・道路凍結など事前環

境への対策としての靴などの滑り止め、冬

用タイヤへの転換、チェーンなどの準備。

（７）腰痛予防、過重労働防止、メンタル

ヘルス対策などの推進。

■秋の気配が一段と深まり、また、寒い

季節の到来です。風邪をひかないよう気を

付けたいものです。■ポスターグランプリ

の入賞・入選作品が決まりました。333点の

応募があり、最優秀賞1点、優秀賞6点、特

別賞12点、そして、協賛会社賞35点が選ば

れました。今月号では、入賞・入選者の名前

を掲載しました。来月号では表彰式、作品

展会場、そして入賞作品を一挙掲載します。

ご期待ください。■元刑事という肩書を持

つ森透匡氏の講演を聴きました。講演では、

ウソや人間心理を見抜くための手法が解説

され、まさに、刑事歴20数年のキャリアか

ら、現場で培ったスキルを学ぶことができ

ました。北海道から九州まで全国170 ヵ所

で講演を行ない、また、「刑事塾」も主宰して

いるという。刑事塾で刑事力（デカリョク）

を学ぶのも、厳しい状況を乗り切るための

エッセンスが得られると思います。■下請

取引適正化推進月間と過労死等防止啓発月

間のキャンペーンでの講習会をお知らせし

ましたが、開催日が迫っていますので、興

味のある方は早めにアプローチされること

をお奨めします。

No.552
平成29年11月10日発行

◆ホームページアドレス  http://www.ai-in-ko.or.jp/
◆E-mailアドレス  jimukyoku@ai-in-ko.or.jp

発行人 細 井 俊 男
編集 組 織 ･ 共 済 委 員 会

発行所 愛 知 県 印 刷 工 業 組 合
〒461–0001 名古屋市東区泉一丁目20番12号

メディアージュ愛知１階
TEL〈052〉962–5771
FAX〈052〉951–0569

■愛知労働局より
〝労働災害防止の取り組み要請〟

「職場の年末安全衛生
推進運動」の実施
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美しさ・誠実・挑戦
お客様に企画、デザインを通し、
真の感動を提供出来る様、

常に進化し続ける企業を目指します。

グラフィックデザイン

ウェブデザイン

セールスプロモーションデザイン

エディトリアルデザイン

アドバタイジングデザイン

オンデマンドプリンティング

Graphic design

Web design

Sales promotion design

Editorial design

Advertising design

On-demand printing
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